
天理大学・付置研究所・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４６０２

若手研究(B)

2019～2017

イスラーム神秘思想における生と死の表象に関する文献学的研究

Philological Studies for Life and Death of Islamic Mystical Thought

４０７７３７３４研究者番号：

澤井　真（SAWAI, MAKOTO）

研究期間：

１７Ｋ１３３３６

年 月 日現在  ２   ７   ２

円     2,500,000

研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、イスラーム神秘思想において、生と死がいかに論じられるのか
を、スーフィーたちイスラームの神秘家のアラビア語テクストを読み解きながら考察を行った。「生」と「死」
に関して、全ての人間が肉体的に生と死を経る。この視点に加えて、スーフィーたちは精神的な生と死を語るこ
とによって、神へ近づく道程や合一について論じようとした。
　本研究では、イスラームにおける生と死に関する研究を、論文、研究発表、そして講演を通して社会に還元し
た。特に、それらの研究成果の多くは海外での国際集会での発表や講演として行われ、ムスリムたちを目の前に
した英語で行われたものであり、最新の研究成果を国際的に広く発信した。

研究成果の概要（英文）：    This research considers how a view of life and death has been discussed 
in  Islamic mystical thought by analyzing Sufis' texts, which are written by mystics in Islam. 
Concerning life and death, whole human beings have a real experience of life and death. Adding to 
such meaning, moreover, Sufis make an attempt to discuss paths to God and an experience of the 
divine unification by narrating the spiritual meaning of life and death.
    Academic results of this research have been demonstrated through academic papers, presentations,
 and lectures. It is especially noteworthy that such presentations and lectures are executed not 
only in Japanese but also in English. Thus, this style widely denotes academic results related to 
the research topic.

研究分野： 宗教学、イスラーム思想研究

キーワード： イスラーム　死生観　クルアーン解釈　イスラーム神秘主義　スーフィズム　神との合一　クシャイリ
ー　イブン・アラビー

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生と死は、あらゆる人間にとって避けることができない。非常に身近なテーマであるがゆえに、生と死はさまざ
まに理解される。本研究では、生と死が決して肉体的な意味だけではなく、精神的な意味でも解釈されてきたこ
とを、イスラーム神秘思想の文脈から読み解いた。精神的な生と死に関して、イスラーム神秘思想の担い手であ
るスーフィーたちは、神との合一をめざすうえで、生と死という枠組みを用いて神との合一について論じようと
する。彼らにとっては、生と死が象徴的なかたちで何度も体験されるのである。この点は、生と死の意味がコン
テクストで異なっていることを示しており、死生観の多様性を理解するうえで非常に示唆に富んでいる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 宗教学においては死生学研究への関心の高まりから、『死生学』をはじめとする諸研究誌にお
いて、各宗教伝統の死生観の考察が進められてきた。イスラームの死生観の基軸を成すのは、聖
典クルアーンである。クルアーンは、終末に人間が楽園で得られる享楽と火獄で味わう苦しみを
対比的に描くことによって、人々をイスラーム教の信仰へといざなう。終末における裁きの後、
全ての人間が楽園か火獄へ行くことになる。それゆえに、生の始まりについての言及は簡潔であ
り、終末における死後の生の描写が中心となっている（J. Bowker, The Meaning of Death；塩尻和
子「クルアーンの他界観」）。 
 イスラーム教の死生観に関わるクルアーンの章句に対して、多くのムスリム思想家たちが様々
な解釈を行なってきた。例えば、イスラームでは、人間が生と死をそれぞれ二度ずつ経るという
クルアーンの一節（2 章 28 節）がある。この節の解釈がイスラーム教における予定説と運命説
とも直結しているゆえに、この節に対する解釈には思想家のあいだで相違がある。また、イスラ
ーム教においても避妊などをはじめとする生殖医療の場においても、クルアーンやハディース
（預言者ムハンマドの言行録）に基づきながら、正反対の解釈が導き出されている（青柳かおる
「イスラームの生命倫理と先端医療」）。こうした議論は、イスラームには多様な死生観があるこ
とを意味している。 
 イスラーム神秘思想においてもまた、スーフィーたち神秘思想家は、生と死という枠組みを使
用しながら、自らの思想を形成してきた。この点に関しては、シーア派の神秘思想家モッラー・
サドラー（d.1640）を中心にした鎌田繁や野元晋の論考（野元晋「イスラーム：死と復活の思想」）、
そして中国におけるムスリム思想家を扱った松本の論考（松本耿郎「イスラームの死生観と馬復
初の来世観」）などがある。 
 神秘主義における生と死に関する宗教学的議論は、たとえば、Ｗ・ジェイムズ（1842-1910）
が『宗教的経験の諸相』（The Varieties of Religious Experience, 1902）のなかで、この儀礼的な死と
再生を、「二度生まれ」（twice-born）という分類から論じている。また、こうした死と再生の儀
礼の意味については、宗教学においては M・エリアーデ、また人類学においては V・ヘネップな
どの議論がある。こうした捉え方は、イスラームのなかでも特にタリーカ（ṭarīqah、スーフィー
修道団）の加入儀礼などのなかに見出すことができる。その意味では、生と死はイスラーム、特
にイスラーム神秘思想における生と死に関する先行研究のなかに散見するものの、未だその全
貌は明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、スーフィーたちが生と死に関する神秘主義的議論を通して、いかに神との合
一を論じたか、さらに生と死に関する神秘知へ到達したのかを明らかにすることを目的とした。
この研究は、同時に、生と死に関する彼らの思想を理解することによって、彼らが人間という存
在をいかに捉えていたのかを明らかにすることでもあった。 
 
３．研究の方法 
 方法としては、アラビア語テクストの読解と分析によって遂行される。 
 
４．研究成果 
 イスラーム神秘思想の「生」と「死」に関する表象に関して、「死」という語を伴う議論は、
その対義語として「生」が意識されながら論じられる傾向にある。しかしながら、「生」と「死」
はさまざまな意味やコンテクストで用いられている。以下では、①イスラームに広く見られる直
線的な時間軸から見た生と死、②イスラーム神秘思想に見られる円環的な時間軸から見た生と
死、そして③イスラーム神秘哲学として知られる存在一性論から見た生と死、から明らかになっ
たことを説明する。 
 
①直線的な時間軸に見られる死生観 
 イスラームにおける代表的な時間軸は、ユダヤ・キリスト教と同様、創造から終末へという直
線的な時間軸である。人間の生と死は、この時間軸のなかに適用されるかたちで論じられる。そ
こで、アダムの創造によって人間の生が設定される。この意味で、人間の生は神による人間（ア
ダム）創造に端を発している。その一方で、死の起源は大きな議論となっていない。言い換えれ
ば、死の意味づけは、生の意味に対して二義的な役割を有している。その理由については、以下
の二点が想定される。 
 第一に、イスラームの歴史書において論じられているように、死を体験した最初の人間がアベ
ル（Hābīl）であるということである。カイン（Qābīl）によるアベルの殺害という聖書的なモチ
ーフは、人間の「死」に対する消極的意味づけを付与した。それと同時に、カインとアベルによ
る物語を通して、妬みや死という消極的な人間の側面が描かれる。そのため、イスラームにおい
ても、死が積極的な意味を帯びて論じられることはなかった。こうした状況は、アダムに続く預
言者が、イスラームにおいてはカイン・アベル兄弟から一世代下ったセスとみなされていること
からも窺える。 



 第二に、クルアーン全体が帯びている論調が、終末に対する試練の時としての生、さらに死に
対する備えとしての生という点にある。言い換えれば、神による審きとしての死後や終末に対し
て、いかに現世を生きるのかという点が強調されている。「本当の生」である来世において楽園
で生きるために、さらに「仮初の生」である現世をムスリムとして生きるために、生の意味が捉
えなおされるのである。そのため、死は二つの生のあいだを区切るものでしかない。この意味に
おいては、イスラームは極めて生を強調しているとみなすことが可能である。 
 こうした生を取り巻く議論の帰結として、創造から終末へ到る直線的な時間軸のなかに、生と
死をどこに位置づけるかという議論が登場した。人間は、創造から終末までのあいだに生と死を
それぞれ二度ずつ経るというクルアーンの一節（2 章 28 節）は、その議論を誘起する神の啓示
である。生と死をめぐる一連の解釈が重要な意味をもつのは、直線的な時間軸のなかで、自らが
生と死のどちらにいるのかが、「本当の生」を楽園と火獄のどちらで過ごすのかに関わっている
からである。 
 
②円環的な時間軸に見られる死生観 
 直線的な時間軸は、クルアーンにおける神の啓示のなかに基調として見られる一方、円環的な
時間軸は、神秘主義的な死生観のなかで用いられている。その最大の特徴は、生と死が何度も人
間に訪れるという点にある。 
 クシャイリー（d.1072）は、初期のスーフィーたちの思想を体系化することに大きく貢献した
スーフィーであった。同時に、彼はアシュアリー神学派の神学者でもあったため、神学の重要な
テーマの一つである神名に関して議論を行っている。彼は、生と死に関して、スーフィーと神学
者双方の立場が入り混じる議論を行なっている。その端的な現れが、クシャイリーの生と死に関
する神名解釈である。 
 「神は 99 の名前をもつ」というハディースにしたがって、「生を授ける者」と「死を授ける者」
という二つの神名は、神が有する機能として説明される。神は「永生」（al-Ḥayy）を有しており、
それゆえに生と死を司る機能を有している。 
 クシャイリーの議論において、生と死は、神との合一との関わりのなかで主に論じられている。
たとえば、神を自らの心のなかに想起することを生と捉える一方で、神を想い念じていない状況
を死とみなす。こうした生と死の枠組みは、神との精神的連帯―生―と、神の不在―死―という
対立的な状況を表している。そのため、神に没頭していない人間は、現世で身体的な生にあった
としても、精神的な死の状態にあるという。 
 クルアーン解釈において、クシャイリーは、神秘家たちが生と死を幾度も経る―体験する―と
論じている。このとき、神を知るという状況が神のなかで生きているという生を表し、その一方
で、神を知らない状況が、死を表している。さらに、人間の魂が精神的に昇華せず、低次のまま
存続している状況は、第一の死と捉えられる。それに対して、神と神秘的に合一し、神のなかに
溶け込むことによって、神とともに生きる状況へと転換する。この状況は、第一の生と捉えられ
る。さらに、神が人間を眼差すことを第二の死と捉えている。さらに、神の眼差しを通して人間
の自己が消え去る状況が、第二の生というかたちで形容される。このように、生と死という対概
念は、神を求めるものが交互に経ることで精神的に昇華するさまを説明するために用いられる。 
 生と死が対義語的に使用されることで、神へ近づく経路が螺旋状に描かれている。それに対し
て、生でも死でもない状況に身を置くことが、神秘家たちが目指すべき立場であることが論じら
れている。言い換えれば、「本当の生」とは生と死の“あいだ”にあるのである。自らが生であ
るか死であるのかが分からない状況に生きることで、絶えず揺れ動く状況に置かれることにな
る。これは、まさしく生でもあり死でもある状況に置かれていると言うことができる。 
 
③存在一性論に見られる死生観 
 イブン・アラビー（d.1240）に代表される存在一性論では、直線的な時間軸や円環的な時間軸
とは異なる枠組みで、生と死が捉えられる。彼の存在の自己顕現（タジャッリー）論は、新プラ
トン主義的な影響を帯びているが、この存在論を前提とするとき、死とは流出論的な存在化のな
かに組み込まれる。このことは、死という存在は、いわば存在の流出によって創造されたものの
一つと捉えられる。 
 イブン・アラビーにとって、存在の流出論とは、絶対存在から人間にいたるまでの存在物の顕
れを説明したものであり、いわば宇宙論である。このとき、「神」という存在は、絶対存在が「神」
というペルソナを有した名前を有して、存在化したということにほかならない。人間存在もまた、
絶対存在の流出の帰結である。そのため、絶対存在が在るかぎり、人間存在も在りつづける。そ
のため、イブン・アラビーの代表的著作である『叡智の台座』（Fuṣūṣ al-ḥikam）では、終末が訪
れ、人間の存在化が止まることについての彼の議論は曖昧である。それは、コスモス全体から見
れば、人間存在の存在化が止まることは絶対存在という流出の源が止まっていることを意味す
るからである。 
 この存在論に基づくとき、生と死に関するイブン・アラビーの議論もまた、他のスーフィーた
ちと同じく終末論的な傾向によって論じられていない。むしろ、生と死は、神という存在への没



入として論じられる。彼は「愛」（al-ḥubb）という語を用いることで、人間による神の献身の重
要性を論じている。すなわち、人間が神を愛するとき、神もまた人間に呼応して、人間を愛すと
いうものである。イブン・アラビーによれば、人間による神への愛は、死をもってなされるとい
う。すなわち、神へ没我的に関わることは自我を死することなのである。 
 精神と肉体の関係性に関して、死とは、イスラームにおいて、精神（魂）が肉体から解放され
ることとみなされる。この解放は、肉欲によって妨げられてきた精神が、ようやく本来的な状況
を回復することである。人間がこのような精神的充足感を得ることを、イブン・アラビーは「味
得」（zawq）の語によって表現する。この語は人間が神と一体化することで、人間が神について
会得する状況を意味している。死による味得は、神との合一によって得られる味得ではなく、自
らが肉体的な死という体験を通して得る精神的な昇華である。それゆえ、人は肉体的な死によっ
て、初めて精神的な生―本当の生―を得るという死生観が、イブン・アラビーによって提起され
るのである。このことは、「人々は眠っている。彼らが死んだとき彼らは目覚めるのだ」、という
アリー（スンナ派の第四代カリフで、シーア派の初代イマーム）の言葉が引用されながら、死と
生が論じられている。 
 さらに、このハディースは、存在の境位に関するイブン・アラビーの議論において、死と結び
付けて論じられている。彼は、現実世界のあらゆるものを「想像」（khayāl）とみなす。ここで言
う想像とは、絶対者のみが実在であり存在であるゆえに、人間を含んだあらゆる諸存在は幻想に
すぎないという意味である。このことを知ることが、絶対者という存在について神秘的に知るこ
とであるゆえに、神秘主義者には不可欠である。それは、実在について覚知することが自らの存
在を知ることだからである。この覚知こそが、存在に対する真の目覚めである。実在を真の意味
で認識するために、求道者たちである神秘主義者たちは絶対者の視点に立つ必要がある。そのた
めの手立てが、絶対者のなかで死ぬことである。絶対者のなかで消滅（fanā’）することによって
死に、絶対者ととともに存続（baqā’）することによって、彼らは目覚めて生きるのである。この
ように、イブン・アラビーは死という語を用いることによって、自らの存在論をイスラームとい
うコンテクストの中から論じた。 
 
 イスラーム神秘思想における生と死の表象は、イスラーム的なコンテクストに基づきながら
も、クルアーンが提示している来世中心的な世界観ではなく、むしろ現世をいかに新たなかたち
で捉えなおすかに関心が置かれている。また、生と死は、現世の以前と以後から続く大きな枠組
みのなかで捉えられていた。言い換えれば、イスラームにおける生と死とは、現世だけではない
より広い時間的・存在論的連続のなかから理解されるべきものなのである。 
 生と死は不可避な事象であるために、スーフィーたちもまた自らの思想のなかに、その状況を
位置づける必要がある。神との関係性を考えるうえで、創造者である神から人間に付与された最
大ものが人間の生、もしくは死であるゆえに、生をそれぞれの思想的コンテクストで捉えること
は不可欠である。この本来的な生の在り方を問うことは、現在の生の意味を省察することでもあ
る。このとき、思想における生と死は、現実世界において体験される生と死と結び合う。 
 イスラーム思想史において、スーフィーたちの思想の特徴として、彼らの思想が厭世的であり、
かつ来世志向的であることが指摘されてきた。確かに、現世において価値が広く共有されている
地位や名誉を追求せず、来世で相まみえる神と現世において合一しようと考えるという意味で、
彼らの思想は確かに厭世的な側面を有している。しかしながら、彼らの神秘思想に現れた生と死
の表象から彼らの死生観を考察するとき、彼らが探究したものは生の本来的な意味であった。ま
さしく、いかに生きるべきかという課題に関する彼らの思想である。 
 本当の生を探究することによって、彼らが肉体的な死を迎えるまでに成すべきことが、逆説的
なかたちで示されていることが明らかになった。また、本当の生の探究のなかで、彼らは、彼ら
の生の終わりを意味する死を受け入れるための準備をも行なっていた。死後に訪れる生こそが
本当の意味で生に目覚めるというイブン・アラビーの主張は、一見したところ確かに厭世的であ
る。しかしながら、彼の議論は死を積極的に意味づけるものでもあった。 
 したがって、イスラーム神秘思想を生と死の表象から捉え直すとき、彼らの生と死に関する議
論は、彼らが追い求める「本当の生」の帰結であった。 
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